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【令和５(2023)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であるが、 

概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当

である 

（研究の概要） 

本研究は、J-PARC において先進大強度ミュー粒子ビーム実験装置を世界で初めて実現し、その装置

を用い国際共同実験 COMETの一環として、先行研究を 100倍改善した感度でミュー粒子・電子転換過程

を網羅的に探究するものである。縦磁場付きソレノイドなどのオリジナルな技術を用いて、高い発展性

をも併せ持つ先進ミュー粒子ビームラインを完成させ、100倍以上のミュー粒子強度を実現させる。物

理測定は 2023 年度開始予定で、最初の成果は 2024 年度の後半、最終成果は 2025年度に発表予定であ

る。 

（意見等） 

超伝導ブリッジソレノイド、検出器ソレノイドの設計、部品調達や製作においては、部材の価格高騰

の問題があったが、設計の変更等で予定どおり進捗している。電子飛跡検出器に使用する半導体光検出

器の中性子に対する放射線耐性が問題となったが、中性子遮蔽、検出器冷却、交換用検出器の準備など

で解決のめどが立っている。また、宇宙線ベトー検出器は、ロシアの研究機関が主体となって開発を担

当していたが、ジョージアの共同研究機関に主体を移すことで解決している。 

組み立て中の問題により、パイ中間子捕獲超伝導ソレノイドの完成見込みが 2023年度末となるため、

物理測定開始に１年半程度の遅れが生じるが、捕獲ソレノイド調達後の計画を見直すことで研究期間

内にはデータを取得できる見込みである。遅れを考慮しても競争相手より早く実験開始できることか

ら、今後の進展に期待する。 


